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権威である W. ヴント(Willhelm Wundt, 1832-1920)のもとで博士号を取得する。その
後、1892年から 1937年までのおよそ 45年にわたり、ペンシルベニア大学（University 
of Pennsylvania）で心理学の教員を務める傍ら、1896年３月には同大学内に心理クリニ
ックを開設する。彼は、心理学者の主たる役割が心理・教育検査に限定されていた時代に




た人物である(Brown [1992] 37)。 
一方ウォーリンは、イェール大学（Yale University）にて実験心理学的研究で博士の学
位を取得した後、1901年から 1902年までクラーク大学（Clark University）の初代総長
G. S. ホール（G. Stanley Hall, 1844-1924）のもとで研究補助員として勤務した。その



























































神科医であり非行研究の開拓者でもあった W. ヒーリー（William Healy, 1869-1963）が
1910年に開設した児童相談クリニック（child guidance clinic）のモデルとなったほか
(Richards [1988] 202)、同 10年にはクラーク大学のホールによって大学内に同種のクリ
ニックが開設される(Anonymous [1945] 228)。さらに、公立学校や大学、病院や裁判所の
ような公的機関にクリニックが設置されることで、全国的に拡大した(チャップマン 
[1995] 44; Wallin [1914] 399)。さらに彼は、アメリカ最大の教育関係者団体である全
米教育協会（the National Education Association; 以下，NEA）において、特異児
（exceptional children）１）問題に関する調査委員会の委員を務めたほか、1897年に
は、公立学校の特殊学級教員養成を目的として国内で初めて夏期講習を開催するなど(中
村 [1993] 60)、その関心と活動の範囲は公立学校の実態と制度にまで及んだ。 




目にあたる 1996年には American Psychologist誌第 51巻がウィトマー特集を組み、また
翌 97年には P. マクレイノルズ（Paul McReynolds）によって初の伝記が出版されてい







































いる(Danforth, 2009; Herman, 2010; Napoli, 1981; Popplestone & McPherson, 1994; 

































































ン大学心理学史センター（Center for the History of Psychology, at the University 
of Akron, 1965年設立）にマイクロフィルム形式で保存されており、心理クリニックが開
設された 1896年から継続的に、来談児の性別、年齢、依頼者、状態、診断過程と担当医、





























































 本研究における検討課題・章構成と対象を Table 0-1に整理する。 
 
 
Table 0-1 本研究における検討課題・章構成・主な対象 












































































ォーリンが執筆した箇所を、（巻 AR: Wallin [年度] 当該ページ）の形で示し、その他の
















































籍者数は、756万人から 1,550万人に、平均日々通学者数は 407万人から 1,063万人に、
平均通学期間は 132.1日から 144.3日に、平均出席日数は 79.4日から 99日に増加してい
ることがわかる(宮本 [2005] 21) 。 
 
Table 1-1 アメリカ公立学校における在籍・出席状況 
 1871年 1900年 
公立通学制学校在籍者数(千人) 7,562 15,503 
平均日々通学者数(千人) 4,077 10,633 
平均通学期間(日) 132.1 144.3 
平均出席日数(日) 79.4 99 







過年児、怠学・長期欠席・不規則な通学が大規模に生じることとなった(中村 [1991] 85; 
[2008a] 8)。19世紀末以降の公立学校では、労働や非行の防止という観点からも、すべて
の子どもを教育すること、そして彼らを学校に長期間在籍させることが教育的・社会的要










例えば、ニュージャージー州カムデンの教育長の J. E. ブライアン（James E. Bryan）
は、1905年に同市の公立学校において遅滞を示す子どもの人数を調査した。同調査は、学
校教員の助けとなるものであり、カムデンの学校制度について未だ解明されていない多く








したと述べている(Bryan [1907] 41-42, 46-47)。 
同種の調査は、その後いくつかの都市でも相次いで実施される(Ayres, 1908; Falkner, 
1909)。ペンシルベニア州フィラデルフィア第６学区教育長の O. P. コーンマン（Oliver 

























カムデン 12800 72.7 47.5 26.3 12.7 4.8 
カンザスシティ 28563 77.6 49.6 26.3 12.3 5.1 
ボストン 71377 51 21.6 7.3 2.1 0.5 
フィラデルフィア 143112 65.1 37.1 17.5 7 2.4 
ニューヨーク 500076 59.9 30 12.2 4.1 1.1 
 合計 755928 61 31.6 13.5 4.9 1.5 
※１ ブライアンの理論的年齢制限の定義に従っている 
※２ 理論的年齢制限から１年以上超過した子どもを示している 
出典）Cornman [1908] 251 
 
この Table1-2から、５都市の合計 75万 5,928人の子どものうち、ブライアンの定義す





1909年には L. P. エアーズ（L. P. Ayres, 1879-1946）によって、遅滞児問題とその原因
についての組織的かつ全国的な調査の結果が出版され、彼は公立学校の非効率性を重大な
問題と結論付けている(Ayres, 1909)。こうした中、学校管理者たちは、子どもを振り分け






















































に関する教育協議会」(Conference on the Education of Backward, Truant and 
Delinquent Children)では、社会事業家や心理学者によって、学業不振や非行の実態とそ
の要因に関する発表や議論が行われていた（Franklin, 1987; 中村 [2008b] 72）。 
とりわけ、NEAにおける議論は、当時のアメリカにおける教育の実態を把握する上で重
要となる。NEAは 1857年に結成された全米教師協会（the National Teachers 
Association）を源とし、その後、アメリカ師範学校協会（American Normal School 
Association）、および全米教育長協会（the National Association of School 
Superintendent）の 2団体との合併を経て 1870年に誕生した団体である(三好 [1972] 
187; 大桃 [1990] 34)３）。NEAは、公立学校とその教育の進歩発展と教職員の地位向上を
目的として毎年全国大会を開催し、その会議録を公刊している(中村 [2008a] 8; 小川 
[1982] 26)。 
1897年にミルウォーキーで開催された NEA大会で、16番目の部会として「聾・盲・精神
薄弱教育部会」 (Department of the Education of the Deaf, Blind, and Feebleminded)
が NEA内に設置された。同部会は、公立通学制学校に設置された特殊学級での教育の担い





えば，Alderman, 1914; Aley, 1910; Baylor, 1915; Brooks, 1909; Carr, 1914; Heeter, 




(Carr [1914] 844, 848; Baylor [1915] 446; Hotchkiss [1909] 326; Pearse [1907] 





指摘された(Aley [1910] 881-882; Blewett [1909] 356-357; Pearse [1907] 116)。 
 身体的欠陥としては、些細な視覚障害や聴覚障害、呼吸や循環を阻害するアデノイド、
歯科的問題、一時的な病気などが議論されており、これらに関しては、医学検査による個々
の状態の認識と欠陥の軽減が目指されていた(Baylor [1915] 446; Carr [1914] 848; 





る。ここでは、M. P. E. グロスマン（Maximilian Paul Eugen Groszmann, 1855-1922）と
M. R. キャンベル（Mary Rachel Campbell, 1856-1930）を例示５）し、学業・行動問題を
示す子どもの具体像、とくに健康面での問題の実態をみていく。グロスマンは、1900年４
月１日、バージニア州コメニウス果樹園に神経質・非定型児を対象とする私立学校(the 
Groszmann School for Nervous and Atypical children; 以下, グロスマン校)を創設し、
キャンベルは 1899 年にイリノイ州シカゴに病院学校（Chicago Hospital School for 
Nervous and Delicate Children）を創設した。 
 グロスマンによる私立学校に在籍していた子どもの実態は、残念ながら、系統的な資料
が欠如しているため、子どもの数やその推移等の全体像を把握することは困難であるが、
在籍児の一部について、その身体的・精神的・道徳的状態を表す事例を Table1-3に示す。  
19 
 
Table 1-3 グロスマン校に在籍した子どもの実態 

























































































ズを充足するため、一人ひとりに注意深い配慮がなされていた(Groszmann School [GS] 

















形態的・生理学的検査（anatomical and physiological examination）が実施された
(Groszmann [1912b] 4-5)。同校では、さまざまな分野の専門医を顧問医として配置するこ
とで、子どもたちの身体的・精神的状態に対する詳細な把握と管理を実現した (GS [1907] 
15)。同校には、神経科、外科、整形外科、内科、皮膚科、眼科、耳科、喉頭科など、少な







































Table 1-4 NEAの部会内に設置された特異児に関する委員会 
設置年 委員会名 報告書 
1907 
公立学校における特異児配慮委員会(Committee on 
Provision for Exceptional Children in the Public 
School) 
1908 年 NEA 会議録上
に報告書提出 
1907 
特異児問題調査計画勧告委員会（ Committee to 
Recommend A Plan for the Investigation of the 





特異児問題調査計画勧告委員会（ Committee to 
Recommend A Plan for the Investigation of the 
Problem of the Exceptional Child） 




関する委員会（ Committee on Books and Tests 
Pertaining to the Study of Exceptional and 
Mentally Deficient Children） 









公立学校の調査に関する委員会（Committee on Survey 




on Classification and Terminology of the 
Exceptional Children) 
1915 年 NEA 会議録上
に報告書提出 
出典）NEA [1907] 984; [1908] 1114; [1909] 872; [1914] 828-829; 
Van Sickle [1910] 321; Van Sickle, Edson, Fitzpatrick, Pearse, & Wolfe [1908] 345 
 
































場所へ措置されることが推奨された(Van Sickle et al. [1908] 352)。 
 1908年、特殊教育部会に設置された特異児問題調査計画勧告委員会８）は、適切な分類、
統計の確保、特異的な発達の要因の特定、集団ごとの対策、あらゆる機関の協働を提言し
ており(Groszmann, McCowen, Burritt, Farrell, & Witmer [1909] 872-873)、ここでも
子どもの分類とその手段に関する具体的な提案はなされていない。 
1910 年には、1907 年に設置された公立学校における特異児配慮委員会を引き継ぐ形で

























めの観察のもとに保つことが推奨された(安藤 [2001] 91-92; Van Sickle et al. [1911] 
19)。これら分類基準を設定した上、暫定的に以下の分類を提示している(安藤 [2001] 92-












children below the grade of middle-grade imbecile) 
高い程度の道徳的痴愚(High-grade moral imbecile) 
重症癲癇(Severe cases of epilepsy) 
一時的あるいは長期的な伝染病(Cases of contagious 
and infectious diseases) 
無力な不具もしくは人を不快にさせる奇形(Children 







but capable of rapid restoration to normal grade) 
愚鈍で薄弱な才能(Dull and feebly gifted) 
職 業 訓 練 が 必 要 (Children requiring vocational 
training) 
身体的早熟、特に性的早熟(Children of precocious 
physical development, especially of precocious sex 
development) 
英才児(Exceptionally gifted or able children) 
軽度ではあるが、進歩を妨げ、一時的あるいは恒久
的に学年への適応を困難にする身体的欠陥(Children 
suffering from various physical defects of minor 
character but interfering with their progress and 




教員や社会訪問員が必要(Social cases; those whose 
retardation is chiefly due to home conditions calling 














(Children suffering from epilepsy in mild degree or 
from nervous or other diseases rendering them difficult 
or improper members of ordinary classes) 






















彼の分類は、1903年に、犯罪人類学の創始者であるイタリアの C. ロンブローゾ（Cesare 
Lombroso, 1836-1909）から高く評価され、1909年に改訂版が Bulletin of the American 
Academy of Medicineに掲載された(Groszmann [1913] 767)。 




していた(Groszmann [1911b] 424-429; 1912b)。しかしながら、グロスマンの開発した検



























1908 年に、ビネ尺度をアメリカに導入したヴァインランド精神薄弱者施設（the New 
Jersey Training School for Feeble-Minded Girls and Boys）の研究員 H. H. ゴダード















Extension Lecturer）である E. バーンズ（Earl Barnes, 1861-1935）も、正常児と特殊
児（special child）の間に明確な線引きは困難であり、アメリカ内の特殊学級は適切に分





していた(Campbell [1905] 907)。 
1910年前後においても特殊学級の目的としての、在籍児の通常学級への復帰は期待され
ていた。例えば、ニュージャージー州ベイヨンの教育長 J. W. カー（J. W. Carr）は 1914
年に、特殊学級によって学業不振児は発達への最善の機会を得ることができ、過去２年間
において、欠陥と推定される 42 人の子どもが、通常学級へと復帰でき、そのうち 34 人
（81%）がその後も通常学級の課程についていくことができたと述べている(Car [1914] 


































ルフィアで出生した。父親は、フィラデルフィア薬学単科大学（Philadelphia College of 
Pharmacy）で学んだ薬剤師であった。ウィトマー家にみられる医療分野への関心は、大学
で父親と同じ薬学を学び、1894年にペンシルベニア大学で生理学の講師となったウィトマ
ーの弟 A. F. ウィトマー（Albert Feree Witmer, 1869-1942）や、フィラデルフィア市内
にある女子医科大学（Women’s Medical College）で医学博士を取得した妹の L. E. ウィ




である E. ジェームズ（Edmund J. James）のもとで政治科学を専攻した(McReynolds [1997] 
33)。 
ウィトマーの人生にとって重大な転機となったのは、1889年 1月に実験心理学の権威で
ある J. M. キャッテル（James McKeen Cattell, 1860-1944）が、ペンシルベニア大学の
教授として着任したことであった。キャッテルは実験心理学の第一人者であったヴントの
もとで博士号を取得（1886 年）した最初のアメリカ人であり 、個人差に関する実験心理
学的研究を行っていた(McReynolds [1997] 29)。 
 キャッテルの着任後、ウィトマーは学部時代に指導を受けた G. S. フラートン（George 
S. Fullerton）の勧めにより、政治科学から心理学へと専攻を変更した(McReynolds [1997] 
33-34)。フラートンは大学で哲学・論理学・倫理学の講座を担当しており、また、1892年
のアメリカ心理学会（American Psychological Association; 以下，APA）創設時のメンバ
ーの１人であり、第５代 APA会長にも選出された人物であった(McReynolds [1997] 21; ラ










概念はウィトマーに強い影響を与えたという(Baker [1988] 119; Fagan [1992] 237; 






が指摘されている(McReynolds [1997] 36-37)。 
ライプチヒ大学でのウィトマーは、ヴントに師事する一方で、J. F. ヘルバルト（Johann 
Friedrich Herbart, 1776-1841）学派であり当時著名な教育学者であった L. シュトリュ





Experimental Aesthetics of Simple Spatial Relationships of Form”と題する美的感




理学研究セミナーを担当する(Catalogue of the University of Pennsylvania [CUP], 
1894/95; McReynolds [1997] 60)。さらに、ペンシルベニア大学では 1893/94年度から、






















ールの創刊した雑誌『心理学（Journal of Psychology）』や『教育学セミナ （ーPedagogical 




354; 菅野 [1988] 53)。また彼は、進歩主義教育期における児童中心主義の主導者と評価























の存在が指摘されていた(81st Annual Report of the Board of Public Education School 








































































ず」(Witmer [1907b] 4)という考えに至る。 
 心理学の価値を社会に示すという課題は、ウィトマーに限らず、当時の心理学者の共通
のものであった。学問として日が浅い心理学を科学的な学問として確立させることが目指
されており、心理学者は、その手段として教育を対象とした(Brown [1992] 36; 森田[1994] 




















共通してみられたものであった(Brown [1992] 41)。 










の価値の最終的な評価は、その応用性である」(Woodward [1906] 833)という 1906年のア
メリカ科学振興協会（the American Association for the Advancement of Science）で
の C. M. ウッドワード（Calvin Milton Woodward, 1837-1915）議長の言葉を引用し、自
37 
 




に心理学博物館、第四に実験的訓練学校（experimental training school）である(Witmer 
[1896b] 463-465)。 
 さらにウィトマーは、1896年 12月の APA第５回大会において、「心理学における実用活
動の組織」という題で発表している。同発表の内容は、『心理学レビュー（Psychological 
Review）』に掲載された第５回 APA大会発表要旨から把握できる。彼が心理学の実用活動の

























的に利用する研究方法」が一般的になっていた(森田 [1994] 108)17）。 
心理学を教育に応用することについて、ウィトマーは、その応用を系統的に発展させた
人物としてホール、キャッテル、教育測定で著名な E. L. ソーンダイク（Edward L. 
Thorndike, 1874-1949）をあげている(Witmer [1915c] 549)。ホールによる児童研究運動
の法則定立的（nomothetic）な手法は、ウィトマーの手法とは異なることが指摘されてい












































































された 1896年から 1907年までの 12年間に来談した子どもの数を年度別に示した Table1-
7をみると、1906年までの来談児数が、1907年と比較して少ないことが分かる 20）。 
 
Table 1-7 1896年から 1907年までの来談児数 
年 1896 1897 1898 1899 1900 1901 1902 1903 1904 1905 1906 1907 
数 24 14 7 7 0 3 4 11 11 8 4 75 
















実際に彼はペンシルベニア州エルウィン精神薄弱者施設（Pennsylvania Training School 
for Feeble-Minded Children）に 1896年から関わるようになるが、1906年から 1956年ま







たのかをケースレコードからみていく。1896 年から 1906 年の時期、ケースレコードは全






殊学校から 1902年に連れてこられた 10歳か 11歳の男子生徒は、1903年１月に最初の検
査が実施され、観察者は不明であるが、同年６月半ばまで学校での様子がほぼ毎日観察さ











年齢 依頼者 診断の内容と方法 来談時の状態 診断結果・対応 
1897 









































0039 男 19 不明 不明 無責任．知的能力の制限 
マーヴィンの私立学校を推奨．大学
内の Biological Hall での仕事が与
えられる．医学検査の推奨．改善は
見られず． 
0040 女 不明 不明 不明 強度の近視と乱視．右目に欠陥 眼鏡処方のため病院へ 
1903 









0071 男 12 
特殊学校
校長 
家族の調査．身体的状態の調査 言語欠陥．内気 内気は不完全な言語が原因だろう 










































1907 年 3 月には，第２学年の読み
は良好になる． 














学業は第 1 学年レベル．10 歳にしては大きな
身体 
不明 























































Records, 0063; 0073)。1897年に来談したケース番号 0037の来談児に対し、ウィトマー



























弱教育の先駆者である E. O. セガン（Edouard Onezime Seguin）を参考にしていたと考え
られる。ライスマン(1982)は、ウィトマーの教育実践には、セガンの生理学的教育からの
















[2002] 54; McReynolds [1997] 83)。実際、この時期のウィトマーは、特別な検査のため
にしばしば眼科医や神経科医などに子どもを委託していた(McReynolds [1997] 119)。さ
らに、アデノイドが子どもに有害な知的・発達的影響を与えるという当時の医学界での認




























増加し始める 1907年以後においても同様に実施されており(Fagan [1992] 243)、少数の
事例に対する長期的で個別的な指導を通じて、後年の実践の基盤を確立させていったとい










































善事業に多額の寄付をしていた J. L. クローザー（J. Lewis Crozer）家を訪問し、一万
ドルの資金援助を依頼した。結果、１月に賛意を得て、２月と７月の２回払いで援助が受










心理学的問題の解決のために社会の協力を得ることであった(Witmer [1908a] 1, 4; 
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[1909a] 148-149; [1909b] 29)。また、彼は、同誌においては、心理クリニック外にその
成果を発信することに加えて、経験と意見の交換を可能にするために、心理クリニック以














(Witmer [1914b] 243)。 
ウィトマーによれば、正常発達科学とは「遅滞や堕落した者（degenerate）を、正常な






























る(Witmer [1910b] 125)。 
フィラデルフィアの公立学校においても、子どもの適切な分類が大きな課題となってい




設備の整備が追い付いていなかった(77th AR [1894/95] 21)。 
義務教育法の施行後には、特殊学級の必要性が繰り返し指摘される(80th AR [1897/98] 
22; 81st [1898/99] 23)。1898年 9月に、通常学級に在籍できない学業不振児や、扱うこ
とが困難で通常学級における彼らの存在が継続的に邪魔な要素となる子どもたち、そして
保護者の無関心の結果としての習慣的に怠惰な子どもたちを対象とした同市最初の特殊学
級が開設された(81st AR [1898/99] 23-24)。しかし、特殊学級や特殊学級教員の不足が教







































学的教育法を障害児だけでなく健常児に適用した M. モンテッソーリ（Maria Montessori, 
1870-1952）30）の理念と方法を高く評価し、そして実際に彼女の施設を訪問していること



























トイットメイヤー [Edwin B. Twitmyer]，ペンシルベニア大学心理学講師）、「児童心理学」
（ウィトマー）、「発達心理学」（H. Stotesbury，テンプル大学心理学教授）、「教育心理学」
（J. E. Bryan，カムデン教育長；コーンマン，フィラデルフィア第 6 学区教育長；
E.A.Huntington，フィラデルフィア第三特殊学校校長；. M. McCallie，ニュージャージー
州トレントンのセンテニアルグラマースクール指導監督校長；M.T.Maguire，フィラデルフ
ィアのウォートン複合学校［the Wharton Combined School］の指導監督校長；M.E. Marvin，
フィラデルフィアの神経質で繊細な子どものための家庭学校校長，発音教員；H. C. Porter，
ペンシルベニア州メディアの農場学校；C. H. Town，フランクフォードの狂気アサイラム
専任心理学者．フィラデルフィア第 9特殊学校前教員；G. W. トイットメイヤー [G. W. 
Twitmyer]，デラウェア州ウィルミントン教育長）、「分析的心理学」（H. Stotesbur）、「生






















ナティ第 11学区の特殊学級教員である L. M. ドル（Louise M. Doll）と、フィラデルフ
ィアのウォートン複合学校の特殊学級教員である H. T. デベロー（Helena T. Devereux）
31）がそれぞれ、特殊学級に関する論文を発表した(Devereux, 1909; Doll, 1909)。 











































W. スクリプチャー（E. W. Scripture）や G. T. ラッド（G. T. Ladd）のもとで学び、
1901年にスクリプチャーの指導の下、実験心理学的研究である『言語のリズムに関する研
究（Researches on the Rhythm of Speech）』で博士号を取得している(P. I., 1979; Kim 









ーク大学に移動したのは、ホールに会うためであったと述べている(Wallin [1957] 8)33）。 
ウォーリンはホールについて、「アメリカで最高の心理学者であり教育者であり、他の誰
より 34）も公立学校の発展に影響力を持った人物であった」(Wallin [1957] 8)と評してい
る。クラーク大学では、ホールによる「教育」、「遺伝心理学」、「青年期」、「キリスト心理
学（Psychology of Jesus）」の講義をすべて聴講し、ゼミにも参加していたという(Wallin 
[1953] 42; [1957] 9)。その他、W. H. バーナム（William Henry Burnham）の学校衛生、
C. F. ホッジ（Clifton Fremont Hodge）の力動生物学（dynamic biology）、チェンバレン
（Chamberlain）の人類学、E. C. サンフォード（Edmund C. Sanford）の実験的・比較心
理学などの講義を聴講していた。さらに、彼は、ウースター州立病院で A. マイヤ （ーAdolf 
Meyer）35）による児童精神医学の講義を受けたことは非常に満足したものであったと述べ
ている(Wallin [1957] 9)。 
 クラーク大学にてウォーリンは、質問紙調査と実験心理学的調査の両方を実施する。質




のこの時の関心は実験心理学に向いていた(Wallin [1953] 42)。 
実験心理学へのウォーリンの強い関心は、当時、実験心理学に関する「不朽の 4巻」を




知られた弟子である W. B. ピルズベリー（Walter B. Pillsbury）が勤務しており、彼を
通してティチェナーに会ってみてはどうかと提案する。さらに、ミシガン大学でのその同
僚のポストは空きのままであり、後任としてウォーリンを同大学の学部長へ推薦できると















った(Wallin [1946b] 130; [1953] 45; [1957] 7)。彼もまたウィトマーや当時の他の心
理学者同様、心理学の応用に着手しようとする。 
1906年の初めには、当時所属していた哲学・心理学部の心理学部門長であった H. C. ウ
ォーレン（Horace C. Warren）に応用心理学（applied psychology）の分野を作ることを
相談したが、学長は新たな分野を作ることを認めなかったとウォーリンは回顧している。
このことが、彼に次の勤務地であるイーストストラスバーグ師範学校（East Stroudsburg 
























定的であれ、否定的であれ、評価を述べてはいなかった(Wallin [1953] 46; [1955b] 31-








































(Wallin [1913d] 897)。 
クリーブランドにおいてウォーリンは、予防的、衛生的、手術的な歯科処置が、知的特
質や能力の向上にどのような影響を及ぼすかを検証するため、1910 年 5 月から１年かけ
て、同市の公立学校の子ども 27人のデータを収集し、分析している。同調査を基にした論



























し、記憶、連想（spontaneous association）、反意語の応答速度（the speed of forming 





























探しており、それゆえ彼は 1910 年の夏に同施設に勤務することとなった(Wallin [1953] 
47)。ヴァインランドでウォーリンは、機能心理学（functional psychology）に関する講
義を行うだけでなく、1908年ビネ尺度のヴァインランド翻訳版の実施の観察、入所者の観
察・研究、施設長である E. J. ジョンストン（Edward J. Johnstone 原文ママ）の授業の聴講
を行っていた(Wallin [1955b] 39)。 






り組むのであった(Wallin [1912f] 1-155)。 



















述べている。ウォーリン退職後のてんかん者施設では、1911 年 10 月に医師が室長を務め
る「精神病理学的実験室」(psychopathological laboratory)へと再編成された(Wallin 
[1953] 55)。Zenderland(1998)によれば、医師である施設長との度重なる対立の結果、ウ
















































































































































































































































運動発達は 9～10 歳． 











































は 11.8 歳．運動発達は 10 歳． 
父親に対し，扁桃腺の手術を行うこと，

























下の３点である(Wallin [1914] 337-382)。 
第一に、公立学校の非効率性である。公立学校において、非科学的な子どもの分類シス























































































of Special Education)」に名称が変更された(小川 [1982] 27-28)。 
５）1913年の連邦内務省報告書によれば、学業不振と神経質（nervous）な子どものための特
別な施設として、1881年に F. J. ヘリック（Frances J. Herrick）によって創設されたマサ





含めて計９校存在した(Report of the Commissioner of Education [1913] 684)。 
６）同校創設時はビネ尺度がアメリカに導入される前であったが、導入以後もグロスマンは同
尺度に対しては否定的な見解をたびたび述べている(Groszmann [1910] 879; [1911a] 1075; 
[1912a] 259; [1912b] 3; [1913] 767; [1914] 830)。彼の批判の要点を述べれば、教育的診
断においては検査結果の質的な要素こそが重要であるが、同尺度では質的な要素が考慮されて
いないことであった(Groszmann [1917] 255-265)。 
７）メンバーは、メリーランド州ボルティモアの教育長 J. H. ヴァンシックル（James H. 
Van Sickle, 1852-1926）、ニューヨーク州ニューヨークの教育次長 A. W. エドソン（Andrew 
W. Edson）、マサチューセッツ州ボストンの出版代理人（publishers’ agent）である F. A. 
フィッツパトリック（Frank A. Fitzpatrick）、ウィスコンシン州ミルウォーキーの教育長 C. 
70 
 
G. パース（Carroll G. Pearse）、テキサス州サンアントニオの教育長 L. E. ウルフ（Lloyd 
E. Wolfe）の５名であった。 
８）メンバーは、グロスマンを委員長とし、ペンシルベニア州立盲学校（State Institution 
for the Blind）の校長 O. H. バリット（Olin H. Burritt）、シカゴ通学制聾学校の校長 M. 
T. マコーウェン（Mary T. McCowen, 1848-1930）、ニューヨークの公立学校特殊学級指導主事





(Groszmann [1904] 755)。 
10）キャッテルによるペンシルベニア大学の実験室はウィトマーが助手となった 1890年６月
から秋までの期間には完成していた(McReynolds [1997] 35-36)。 
11）ウィトマーが死去した際に、『アメリカ心理学誌（The American Journal of 
Psychology）』は R. I. ワトソン（Robert I. Watson）による死亡記事を載せており、その中
で、「ウィトマーは、自身の理念とその展開に他の誰よりも影響を与えたのはキャッテルであ











市とタウンに対する特殊学級の設置が規定されていた(Fernald [1923] 162)。 
15）たとえば、単語の最初と最後が省略されたり、現在形と過去形、複数形と単数形、副詞と










のであった(Bryan [1907] 42; Witmer [1910b] 128)。ウィトマーがカムデンを選択した理由
のひとつは、フィラデルフィアのような大規模な都市においては、その課題は、あまりに巨大
で困難であるため、最初に小規模な都市においてそれを実施すべきであると考えたためであっ
た(Witmer [1910b] 128)。1910年におけるフィラデルフィアの人口は約 155万人であり、同
年のカムデンの人口は 9万 5千人であった(U. S. Bureau of the Census, 1998)。ブライアン
とウィトマーの間にどのような関係があったのかは不明である。 
18）ホールの影響によって、1899年にイリノイ州シカゴの公立学校内に設置された科学的教
育学・児童研究部門（Department of Scientific Pedagogy and Child Study）では、多数の
子どもの身体的・知的状態を測定・記録し、子どもの標準からの差異を特定することで、公立




ースレコードから 1903年か 1904年と推察し、その記録を「1904 Clinical Perspective」と
名付けている(McReynolds [1997] 121-123)。 
20）心理クリニックの知名度や検査者数の違いはあるが、Fernberger(1931)は、1896年から
1908年までの 1年あたりの来談児数が約 35件であったのに対し、心理クリニックが大学附属
機関となった 1909年から 1931年では、１年あたり約 412件であったと述べている 
(Fernberger [1931] 21)。 
21）その他にウィトマーは、M. バンクロフト（Margaret Bancroft）が校長を務める精神薄弱
児を対象としたハドンフィールド校（Haddonfield Training School）、そして M. E. マーヴ




[1905] 883; Witmer [1907b] 6)。 
22）これらの検査項目は、1900年６月に開設されたクリニックの一種であるシカゴ児童研究




事を与えた(Case Record [1897] 0039)。職業指導についてウィトマーは、ラグビー・アカデ
ミーでの経験や心理クリニックでのケースにおいて関心を深めており、それは後に職業指導に
特化したクリニックの開設に至るほどであった(McReynolds [1997] 205)。 
24）ウィトマーは心理クリニックでの活動の開始に際して、神経病の専門医師である W. ミッ
チェル（Weir Mitchell）とペンシルベニア大学医学学校卒業生で、ペンシルベニア大学学長
の W. ペッパー（William Pepper）の支援を受けていた(McReynolds [1997] 287)。 
25）Levine and Wishner(1977)は、1915年までの心理クリニックではアデノイドの除去のた













29）1900年時点での経済発展は全米３位、外国系人口比率は 54.70％であった(青木, 1979; 







ていた(モンテッソーリ [1974] 31)。また彼女は、ローマのスラム街に「子どもの家」（Casa 
dei bambini）を開設した 1907年以降、この方法を健常児に適用して成果を上げ、独自の教具







心のあるすべての人のために価値ある心理学である」(Witmer [1911a] 274)と指摘している。 
33）ホールが死去したときにウォーリンは、「私が出会ってきた中で、ホール以上に影響を受
けた人物はいない」と述べている(Wallin [1925] 94)。 
34）ここでウォーリンは「セントルイスの W. T. ハリス（William Torrey Harris）とシカゴ
の J. デューイ（John Dewey）以外で」としている。もっともデューイによるアメリカ教育哲
学への影響は、当時、頂点ではなかったとも述べている(Wallin [1957] 8)。 
35）マイヤーには、ピッツバーグ大学着任前の１年間の旅の中で、再び会いに行くほどであっ
た。ジョンズホプキンス大学で彼の講義を聴講した。この旅の間には、マイヤーの他、シカゴ
児童研究所やヒーリーのクリニックなどを訪問している(Wallin [1957] 14-15)。 
36）このトピックは、実験心理学・比較心理学の教授であるサンフォードが調査リストにあげ
ていたものであると述べている(Wallin [1953] 42)。 
37）ティチェナーは 1892年にライプチヒ大学で博士号を取得しており、構成心理学の提唱者
として知られている(Popplestone & McPherson, 1994)。 
38）1893年 9月に私立校として開校し、1920年には州立校となり、校名もイーストストラス
バーグ州立師範学校（East Stroudsburg State Normal School）と変更された。 
39）ウォーリンは、1900年頃にラッドのセミナー内で行われたウィトマーの講演を聞いたこ
とが、ウィトマーの臨床活動に触れた最初であったと述べている(Wallin [1962] 129)。 
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40）この時参照した著書や論文の一部として、セガン、A. F. トレッドゴールド（Alfred F. 
Tredgold）、バーなどがあげられている。 
41）ウォーリンは、不規則な出席が学業不振や進級の失敗の要因となり、病気が不規則な出席
の要因となることを指摘している(Wallin [1910] 96)。 
42）心理学者主導によるクリニックは、公立学校や特殊学級と連携し、さらに臨床的視点から
大学の学生や特殊学級教員の訓練に力を入れ、1910年前後に急速に発展し、各地の大学、師
範学校、公立学校等を中心に設置されていった(Louttit, 1939; Smith, 1914)。 







































この発展の背景には、1894年から 1910年までペンシルベニア大学の学長を務めた C. C. 











された(Witmer [1911b] 252)。これに合わせて来談児数も増加し、1961年の閉鎖までの 53
年間でケースレコードに記録された来談児の総数は約 22,000に上った(Levine & Wishner 
[1977] 60)。1920年から 1930年までの来談児数の推移を Table2-1に示す。 
 
Table 2-1 1920-1930年の 10年間における来談児の推移 
年度 来談児 臨床指導 
1920/21 512 61 
1921/22 791 90 
1922/23 568 84 
1923/24 514 95 
1924/25 495 41 
1925/26 476 53 
1926/27 545 53 
1927/28 623 61 
1928/29 656 79 
1929/30 703 81 
総計 5883 698 









していた。同クリニックでは、1914/15 年度には合計 239 人の子どもが検査され、そのう











ルフィアの学区長や同市副教育長を務めている。また、1918年に博士号を取得した G. G. 
アイデ（Gladys Genevra Ide）は、フィラデルフィア市教育委員会特殊教育ディレクター








































Table 2-2 臨床報告から見る来談児の実態 
年齢 
性別 




































精神年齢 3 歳半． 
低い程度の痴愚以上ではない．医
師へ委託． 






















を推奨．6 ヶ月から 1 年間，田舎へ
の措置を推奨． 

























































































































































上．精神年齢は 7 歳 2 ヶ月，知能
指数は 83.妹への攻撃性．学級の妨

















8 歳 9 ヶ月．学校嫌いのため不登
校． 



































い．精神年齢は 3 歳 6 ヶ月． 
低い程度の痴愚児．施設保護を推奨
するが，母親は拒否． 





























































































































































































神年齢は 5 歳 6 ヶ月． 
知的に正常．言語欠陥克服のため
の言語習慣の形成訓練を推奨． 














がる．6 ヶ月間で職場が 6 回変わ
る．知能検査結果は良好で，精神


































Table 2-4 臨床報告における来談児の主訴と要因 


















環境に不適応・職業指導 1人 知的に正常 
実験結果から 1人 低い程度の痴愚児 
不明 1人 中程度の痴愚児 


































[1915c] 535; [1917c] 231)。しかし、当時、精神薄弱者施設の新規増設や拡張は膨大な資
金を必要とするため早期には実現しなかった(中村 [1993] 58)。 
























であった A. ホームズ（Arthur Holmes, 1872-不明）は、白痴の 66%が遺伝、約 30%が出生
後の損傷や病気が要因であり、約３%が出生時の事故や損傷が原因であると述べていた







握は不可欠であった(Witmer [1911c] 231-232)。 
身体的欠陥の検査は、心理クリニックの活動に協力する医師によって実施された。基本
的な身体情報に加え、感覚器官や頭蓋骨などが調査され、もし身体的欠陥が発見された場


































は論外であった(Witmer [1915a] 2; [1920] 99)。特に、経験や心理学的洞察を欠いた素人
によって行われる場合を危惧していた(Witmer [1917b] 72)。彼は、心理クリニックでの経
験を重ねるにつれ、さまざまな検査手法を弾力的に運用することの重要性を確信するよう










ビネ知能検査がほぼ全員に対して定期的に実施されるようになるが(Levine & Wishner 
[1977] 60)、少なくともこの検査結果のみによって子どもを診断することはなかった
(Witmer [1915a] 14)。 
もっとも 1910 年代半ばまでのアメリカでは、ビネ尺度に対する教育関係者の評価は必




あった(Witmer [1917b] 78)。 
ウィトマーによれば知能（intelligence）とは、「個々の子どもたちが新しい問題を解決

























Table 2-5 心理クリニックにおける継続的指導の対象数 
年度 被検査者 臨床指導 言語指導３） 社会サービス４） 
1920 512 61 41 337 
1921 791 90 85 352 
1922 568 84 72 40 
1923 514 95 41 84 
1924 495 41 44 224 











































































































































































2 年 3 ヶ月間，心理クリニックに来



































































8.5 ヶ月間，週に 5 度，病院学校へ通
学．指導終了後，公立学校へ編入す
るが，病気により中断 




































る」(Witmer [1909a] 148)と述べるなど、彼らの役割を重視していた。 
事例をみると、正常発達科学ケースの No.10 では、7 歳女児に対し、心理クリニックか
ら訓練者を家庭に派遣し指導していたが、心理クリニックの直接の指導のもとに置くべき
であるというウィトマーの要望を保護者が拒否したため、その後の指導が断念された













指導するための費用の欠如から断念された(Witmer [1909d] 272)。 
この他にも、学校活動に関心はなく、逃亡癖と盗癖のある 12歳の男子の事例において、
その行動は環境の産物であると考えられ、その原因として貧相な食事、不十分な規律や学




めに各種の専門医と協力し、身体的欠陥の発見・治療を目指した(Holmes, 1913; Witmer, 
1907b; 1909a; 1909e)。彼は、心理学者の役割は子どもの精神と身体における危険な兆候
を発見し、専門家に委託することであると認識していた(Witmer [1909a] 144)。 
心理クリニックでは、詳細な医学検査のために神経科医、眼科医、耳鼻咽喉科医、歯科
医、内科医(消化器、心臓など)、整形外科医など多岐に渡る専門医と連携し、身体的欠陥




















































































力を得る場でもあった(Holmes [1912] 30; Witmer [1911a] 267-269)。ウィトマーは、「学
業不振児の教員は、学業不振児と直接接することによってのみ、十分な情報を得ることが























施設環境と通常環境との間の不連続を減らすよう試みていた(Levine & Levine [1970] 61)。 
 同校では、個別活動や小集団活動が推奨され、規律、身体活動や手工活動を通した筋肉












さ・援助姿勢・家庭的さの欠如が明らかとなった(Witmer [1909d] 273)。 
 入学直後の６週間はペンシルベニア大学が主催する学業不振児のための夏期特殊学級に






























的失語症（congenital aphasia）、先天的視覚失語症（congenital visual aphasia）、語盲
（word-blind）と呼ぶことができると指摘している。さらに彼は、読みだけの問題につい
ては失読症（alexia）、発音の問題については、構音失語症（articulatory aphasia）や言
語聾（word-deaf）などと呼称していた(Witmer [1913] 176-179; [1916] 188-190)。 


















































した(Witmer [1915c] 545; [1917c] 229)。フィラデルフィア市教育委員会の M. G. ブラ
ンボー（Martin G. Brumbaugh）教育長は、年次報告書の中で、1909年に設置された学業
不振児調査委員会（Committee on Backward Children Investigation）による調査のため
に選出された特殊学級在籍児の 73%が精神薄弱と診断されたという結果を引用し、単なる
遅鈍な子どもが、精神薄弱児によって学業不振児学級に入学できず、彼らが必要とする特

































1896 年の心理クリニック開設からの 20 数年間の学業不振児や精神薄弱児への試行と実践
によって、次なるステップへと進むことが可能になったといえるだろう。1920年６月には
ペンシルベニア州デヴォンに土地を購入し寄宿制の私立学校を創設、1921年から入学生を


















には、1921年に博士号取得した、ペンシルベニア大学教員の M. S. ヴィテレス（Morris 
Simon Viteles, 1898-1996）によって成人や大学生を対象とした職業指導クリニックが開
設され、そしてその数年後、正確な開設年が不明であるが、1923年に博士号を取得した R. 
A. ブロートマークル（Robert Archibald Brotemarkle, 1892-1972）によって、成人と大
学生を対象とし、教育的指導やパーソナリティの問題の発見と対応を目的としたクリニッ































ゴ、フィラデルフィアに次ぐ４番目、外国系人口比率は 60%を超えていた(野村 [1995] 25; 
Troen [1975] 2-3)。人口の急増に伴い、公立学校在籍者も 1890年の約 6万人から 1900年
に約 8万人へと増加がみられ(48th Annual Report of the Board of Education of the 




































な事例に合わせることができない」(48th AR [1901/02] 115)と述べ、彼らに対する特別な
対応の必要性を指摘した。 










設を求めた(48th AR [1901/02] 144-149; 53rd AR [1906/07] 333-334)。 
混合学年学級は、ウォーリンによれば心理教育クリニック開設の 1914年時点では 17つ
存在していた。しかし、それらの多くは在学年限を超過した子どもを対象とする学級
（finishing class）であり、彼が意図していた学級とは異なっていた(59th AR [1912/13] 
46; 66th AR [1919/20] 141)。また、同市最初の特殊学校は、精神欠陥児へ通常学校では
与えられない特別な教育の提供、そして精神欠陥児の分離による正常児や通常学級教員の
負担軽減を目的として(53rd AR [1906/07] 332-333; 60th AR [1913/14] 157; Blewett 
[1909] 360)15）、州義務就学法の３年後である 1908年に開設された。開設初年度に３校で
始まった特殊学校はその後、学校数が徐々に増加し、心理教育クリニック開設前年度の
1913/14年度には 13校となっていた(66th AR: Wallin [1919/20] 132-133)。 
セントルイスにおける特殊学校の特徴として、第一に、先行する他都市の特殊学級が、
学業や行動の逸脱児童を対象とした教育機関から細分されて開設されたのに対し(中村 
[1992] 92)、同市では当初から精神薄弱児を対象として想定していたことがある(53rd AR 























入学することが困難になっていた。当時の教育長である B. ブレウェット（Ben Blewett）
は、特殊学校に入学すべき待機者が多数おり、現在の在籍数約 400人に加えて、さらに 600























AR: Wallin [1918/19] 107)。そのため、心理教育クリニックはその検査対象を精神薄弱児
108 
 
に制限し(63rd AR: Wallin [1916/17] 170)、特殊学校対象者の選別を第一の目的とするこ


























こす社会的・職業的非効率の状態に限定される」(Wallin [1919f] 124)と彼は主張した 21）。
精神薄弱者は、彼ら自身と他者の保護のために、ケア、指導監督、統制を必要とする者で










ると考えていた(62nd-63rd 65th AR: Wallin [1915/16] 160-162; [1916/17] 170; [1918/19] 






























ったのである(Wallin [1916e] 707-711)。 
この結果をふまえてウォーリンは、精神年齢２歳以下を白痴、３歳から７歳を痴愚、８
歳から 12歳を魯鈍とする精神薄弱の分類方式(トレント [1997] 54; 米田 [2014] 155)を
疑問視し、とくに 10 歳～12 歳の精神年齢をもつ者を精神薄弱と独断的に主張する立場で
はないことを明確にする(Wallin [1916c] 252; [1916e] 715; [1916f] 72)。そして彼は、
精神薄弱の診断基準を 9歳から 10歳の間に仮説的に設定した(Wallin [1916f] 69)。 
 この指摘からウォーリンの重要な主張が生まれる。1910年にゴダードによって提唱され
た魯鈍（moron）、とくに高い程度や中程度の魯鈍として分類される精神年齢 10 歳から 12
歳段階の子どもは、精神薄弱ではなく、学業不振や境界線として分類されるべきではない
かとウォーリンは問題提起する(Wallin [1916d] 142; [1916e] 715; [1922c] 81)。魯鈍
の概念は、ギリシャ語で slowを意味する単語を由来としており、とりわけ境界線級の精神
薄弱や精神欠陥を意味するもので、アメリカ精神薄弱研究協会（the American Association 




たのであった(Wallin [1920a] 42-43)。 
一方、ウォーリンのこの調査に対し、シカゴ矯正院の心理学実験室長（Director of 









ものであること、⑧適切に訓練を受けたビネ検査者がいること、⑨精神年齢 10 歳～12 歳
を精神薄弱とせず、高い程度の魯鈍を放棄する科学的根拠がないことの９点が列挙された
(Kohs [1916] 860-871)。とりわけ、精神年齢や IQを成人に使用した点については、たし
かに A. ビネ（Alfred Binet,1857-1911）自身も、正常な大人が知能検査を受け、精神年





(Wallin [1916e] 706)と述べ、精神年齢 12歳以下を精神薄弱とする当時の精神薄弱診断
基準を批判したのであった。コーズとのやり取りは 1916 年１月～７月の間に雑誌上で数
回続いたが、ウォーリンの主張は変わらなかった(Wallin [1916g] 222-226)。 
また、ウォーリンは、精神薄弱や学業不振、正常などの区別を実現しようと試みつつも、
それらの間に明確な分類基準を設定することが困難であることも認識していた。彼は、「精





ら不適切な分類 23）が起こっていることを危惧していた(Wallin [1916d] 142)24）。 





























































（capable of being trained）すべての子どもが一定期間、学校へ出席することと、それ
ぞれの子どもの特別な状態に最大限合致する指導と訓練が提供されなければならないこと












































（comprehensive psycho-clinical picture）を形成する能力が必要であった(Wallin 





た。さらに L. M. ターマン（Lewis Madison Terman）は、1914年に、検査者について、ア
マチュアと専門家のギャップは、他の心理学者がほのめかすよりはるかに小さいと主張し
ていた(Zenderland [1998] 141, 238)。 
しかし、ウォーリンにとって、十分に訓練された心理学者以外は、個々の事例を適切に
診断し、対応を指示する能力はないし、訓練を受けていない者による検査に価値はなかっ
た(Wallin [1912c] 225; [1922e] 223)。臨床的・科学的方法において訓練された専門家
は、個々の子どもの診断に加え、臨床心理学という学問の建設的発展においても重要であ
り(Wallin [1912c] 225)、適切に訓練された者のみが臨床心理学者としての公的・専門的

























ことを提案していた(ライスマン [1982] 127)。これらの法律や法案に対して 1917年にニ




った(The Psychological Bulletin [1917] 224-225)。ウォーリンによれば、精神科医は、
公衆に対し、精神的逸脱者の診断と対応は、純粋に医学的問題であり、高度に訓練された
心理学者でさえこの分野では無能力であるという盛大なキャンペーンを行っていく




















ていく。1935 年には心理学者が所長のクリニックの数が 87 であったのに対し、精神科医





































Table 2-8 1914/15-1919/20年度における学校からの総来談児数 
年度 1914/15 1915/16 1916/17 1917/18 1918/19 1919/20 
学校からの被験者数 430 434 499 325 277 433 







る(Wallin [1920f] 109-110)。 
 
Table 2-9  セントルイスの特殊学校に関する統計的データ 
年度 学校数 教員数 総登録者 
平均日々 
出席者 
1907/08 3 6 100 84 
1908/09 6 12 223 148 
1909/10 7 17 303 203 
1910/11 9 22 396 264 
1911/12 11 26 467 307 
1912/13 13 29 529 341 
1913/14 13 31 600 380 
1914/15 12 29 529 326 
1915/16 12 29 484 320 
1916/17 12 27 434 308 
1917/18 11 25 471 297 
1918/19 11 25 455 296 
1919/20 12 25 501 321 










Table 2-10 特殊学校を推奨された子どもの知能の診断結果 
年度 合計 痴愚 魯鈍 境界線 学業不振 遅滞 
延期
(Deffered) 
1914/15 157 13 52 42 38 2 10 
1915/16 170 19 75 37 17 0 20 
1916/17 144 33 53 54 1 0 3 
1917/18 171 30 67 70 4 0 0 
1918/19 117 9 69 36 1 0 2 







学した場合、特殊学校は過密化するだろう」(65th AR: Wallin [1918/19] 92)と危惧して
いた。それゆえ彼は特殊学校の対象を精神薄弱に限定できたとしても、その増設は不可欠




は保護者の反対によるものであった(65th AR: Wallin [1918/19] 92)。ウォーリンは、保
護者の反対に対しては、法的対策に頼るよりむしろ、有能で訓練された訪問教員やソーシ
ャルワーカーが、保護者を説得する役割を果たすことを求め、制度として彼らを雇用する















Table 2-11 心理教育クリニックにおける来談児の知能の程度と質（開設後３年間） 
年度 1914/1915 1915/1916 1916/1917 
 診断結果 合計 ％ 合計 ％ 合計 ％ 
正常 30 6.9 17 3.9 15 3 
遅滞 51 11.8 16 3.6 23 4.6 
学業不振 142 33 180 41.4 164 32.8 
境界線 49 11.3 56 12.9 156 31.2 
保留 27 6.2 30 6.9 26 5.2 
不確定な精神 4 0.9 1 0.2 1 0.2 
魯鈍 64 14.8 80 18.4 60 12 
痴愚 59 13.7 53 12.2 52 10.4 
白痴 4 0.9 1 0.2 2 0.4 
精神薄弱の合計 127 29.5 134 30.8 114 22.8 





度は 430人中 377人、1915/16年度は 434人中 297人、1916/1917年度は 499人中 454人














政について校長の自治を重視するという伝統があった(Wallin [1921a] 32)。 
そして、そもそも特殊学校対象者に対する校長とウォーリンの間の意見の相違があった。
特殊学校の目的について、44 人の校長に尋ねたところ、21 人が正しく回答し、23 人はす


































































ないとした(63rd AR: Wallin [1916/17] 169)。一方、1915/16年度に実施された遅滞児に
関するセンサスにおいては、圧倒的多数の初等学校には一定数の学業不振児が在籍してい











心理教育クリニックと各学校とに分割させる検査体制へと変更した(63rd AR: Wallin 









査日を通知するという手続きとなった(65th AR: Wallin [1918/19] 76-78; Wallin [1921a] 
31)。この改正により、1917/1918年度には、１校を除いたすべての公立学校から、特殊学










Table 2-12 検査手続き改正後の学業不振・境界線・精神薄弱の診断割合の変化 29） 
年度 1914/1915 1915/1916 1916/1917 1917/1918 
診断結果 合計 ％ 合計 ％ 合計 ％ 合計 ％ 
学業不振 142 33 180 41.4 164 32.8 52 16 
境界線 
（潜在的精神薄弱含む） 
49 11.3 56 12.9 156 31.2 126 38.7 
精神薄弱 127 29.5 134 30.8 114 22.8 119 36.6 











Table 2-13 推奨先における特殊学校と混合学年学級の割合の変化 
年度 1914/15 1915/16 1916/17 1917/18 
推奨先 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 
特殊学校 167 38.8 173 39.8 154 30.8 174 53.5 
混合学年学級 142 33 175 40 269 53.9 104 32 





















Table 2-14 未検査の子どもの数 
  1917/18 1918/19 
クリニックから検査指定 372 352 

















子どもが、1 つか 2 つの学級の子どもに集中することもあった。学校での選択を科学的に
行うためにウォーリンは、集団式知能検査の使用を考えており、彼の意図に合う集団式知












えるウォーリンにとって(65th AR: Wallin [1918/19] 75)、心理教育クリニックにおける
検査者不足は深刻な問題であった。心理教育クリニックは、毎年 400人から 500人の子ど
もを検査していたが、本来は年に 2000人程度検査する必要があると彼は主張する(65th AR: 
Wallin [1918/19] 107)。他都市の公立学校におけるクリニックの職員を参照しながら、少







うに、1914/15 年度と 1915/16 年度に特殊学校が推奨された子どものうち約３分の１は、
もし混合学年学級が利用可能であれば、同学級へ在籍すべき子どもたちであった(62nd AR: 
Wallin, 1915/16)。1916/17年度には混合学年学級の数が前年度の 36学級から 51学級に
増加した結果(63rd AR: Wallin [1916/17] 183)、特殊学校推奨者の中の学業不振児が大幅
に減少している（Table2-10参照、17人から 1人）。学級数の増加に伴い、混合学年学級を
推奨される子どもの割合も、33％（1914/15 年度）から 53.9％（1916/17 年度）と増加し










とはできていなかった(63rd AR: Wallin [1916/17] 183; Wallin [1920f] 107)。 
混合学年学級の数は、心理教育クリニック設置以前の 1913/14 年度の 17 学級から、
129 
 
1916/17 年度にはその３倍の 51 学級に増加し(63rd AR: Wallin [1916/17] 183-184)、









提供できない教育的非効率を、ウォーリンは危惧した(65th AR: Wallin [1918/19] 102-
103; Wallin [1917a] 59)。 
ウォーリンは、混合学年学級に、診断が困難で不確かな状態である子どものための判別
所としての役割と(61st AR: Wallin [1914/15] 139)、彼らが必要とする特別な援助を与え
る役割を期待した(65th AR: Wallin [1918/19] 102-103)。それゆえ、学級不足に対し、彼
はその増設を継続的に求めていた(61st-62nd 65th AR: Wallin [1914/15] 151; [1915/16] 
173; [1918/19] 102-103)。彼は、同学級が数の面で十分に確立されれば、セントルイスの
公立学校における精神欠陥や教育学的遅滞の問題への対処は容易になるだろうと述べた
(62nd AR: Wallin [1915/16] 162)。実際、混合学年学級の成果は彼を満足させるものであ
り、混合学年学級で指導を受けた子どもの 42.3%にあたる 1317人は通常学級へ復帰するこ
とができていた(63rd AR: Wallin [1916/17] 184)。混合学年学級の増設に向けた主な障壁
は、設置場所の確保の困難、同学級の利点について校長の認識不足であるとウォーリンは











































































たのであった。IQ においては、ひとつの学級内で最大 35 の開きができることとなるが、
その場合はグルーピングをする必要があると指摘する。こうした区別の計画を効果的に実
施する際に不可欠なこととして、原則、判断困難な事例については混合学年学級で様子見
するなどを提案している(Wallin [1924a] 760-761)。 
 さらにウォーリンは、各学級へ入学後も、両学級間の移動は弾力的であるべきと主張す
る(Wallin [1924a] 762)。とりわけ診断が不確かな子どもについては、特殊学級よりも混
合学年学級に措置し、1 年か 2 年以内に進歩がみられないならば、特殊学級への移動が適
切かどうかを再度検査されるべきであるとされた(Wallin [1924a] 761-762)。こうするこ
とで、すべての子どもがもつ奪われることのない権利の侵害や学校行政による独裁的決定


































Table 2-15 都市名と学区長の回答内容 
 



























































である全米精神衛生委員会（the National Committee for Mental Hygiene; 以下，NCMH）












































校（Jefferson School）の 10の混合学年教室に在籍する 151人の子どもに対して実施さ
れ、その結果をスタンフォード・ビネ式知能尺度の結果と比較し、混合学年学級の対象者











ーは述べている（68th AR [1921/22] 37-46）。 
しかし、集団式知能検査を受けて、混合学年学級が適当と判断された 2,485人のうち、
















AR [1922/23] 3-11)。そして実際に、1924/25 年度には、第１学年 10,572 人、第６学年
7,302人、第８学年 6,283人に対し集団テストが実施された(71st AR [1924/25] 47-66)。 
また、1922/23 年度の年次報告書によれば、集団テストの実施は教員によって実施され
ると記されていたし、個別テストも校長や教員が実施することもあると記されていた(69th 

















[1908] 1135; 中村・田代 [1992] 35)、診断的指導（diagnostic teaching）の概念を提唱した
(Doll [1967] 180)。 
３）言語指導は、ペンシルベニア大学の教員で 1914年にトイットメイヤーによって開設された
言語クリニックで行われたものである(Fernberger [1931] 24)。 

































に繋がると、ウィトマーは考えていたからである(Witmer [1907d] 139-140; [1911a] 265)。 




公立学校に落胆していた(Witmer [1909d] 279)。 
13）閉校の同年 1908年には、ウィトマーによって、ペンシルベニア大学とは独立した寄宿制私
立学校が開設された。私費生と無償生を受け入れる同校は、1921年にデヴォンに移転するまで
ペンシルベニア州ローズ・バレーで運営された(McReynolds [1997] 140-141) 
14）規律学級に学業不振児、さらには精神欠陥が在籍しているケースや、学業不振学級の多く
の在籍児が規律の問題も併せ持っているケースが多く、この２種類の区別が有用でないと当時
の教育長は述べていた(95th AR [1912/13] 55)。 
15）1915年の教育長による報告では、精神欠陥ではなく、低能を用いており(60th AR [1913/14] 
157)、ここでも用語の混乱をみることができる。 
16）特殊学校への入学に際しては、大きな配慮を要するとされ、校長と教員の推奨のもと、教
育長の承認によって認められたが、医学専門家による検査も求められていた(53rd AR [1906/07] 
338; 66th AR: Wallin [1919/20] 132)。 
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17）1920 年時点で特殊学校は 12 校開設されていたが、通常学校内には１学級しかなく、それ
も一時的なものであった(66th AR: Wallin [1919/20] 135)。 
18）当時の特殊学校の課題としてカニンガムは、学級定員は 1人の教員に対し 15人の子どもと









かれている(Wallin Paper M1413 Correspondence 1914-1919)。 
20）精神薄弱の少女と女性がしばしば非嫡出児を産みやすいこと、そしてその子どもの多くが
同様に精神薄弱となるとウォーリンは認識し、精神薄弱者の結婚制限を州法により規定すべき
と主張し、実際に 1919 年の州法制定の際には、結婚制限の法制化を目指していた(Wallin 
[1916b] 724; [1917e] 414-415; [1918e] 5; [1919d] 57)。一方、1920年頃には、自身が遺伝
説に傾倒していたことを認めながらも、セントルイスの心理教育クリニックの来談児のデータ
を用いた精神薄弱遺伝説の検証を通じて、否定的な態度をとるようになっていった(Wallin 
[1920f] 133-134; [1922c] 91, 102; [1932a] 63)。 
21）ウォーリンは精神薄弱（魯鈍）の以下の定義を支持していた。それらは 1913年英国精神欠
陥法（English Mental Deficiency Act of 1913）、トレッドゴールドの精神欠陥の定義、1915
年イリノイ州法の定義（legal definition adopted in Illinois, 1915）である(Wallin [1919f] 
111; [1920a] 42)。 
22）ウォーリンはビネ尺度について 1908 年版、1911 年版、スタンフォード・ビネそれぞれで
の結果の比較研究など様々な方法で検証している(Wallin, 1915a; 1917c; 1917d; 1917f; 
1918a; 1918d; 1919f; 1921d; 1922d; 1923a)。 
23）例えばウォーリンは、語盲（word blindness）のために進級できない子どもの多くが、知
能は正常であるか、単に遅れているだけであるにもかかわらず、精神薄弱と分類され、精神薄









(69th AR [1922/23] 5, 7)、資格要件については特に記されていない。 
26）精神医学関係者からの反発はあったものの、標準化された知能検査に基づく特殊学級への
措置は、1919年に成立したミズーリ州法の中に規定されている。 




して資格を有しているかであると述べている(Wallin [1938a] 291-292)。 
28）その割合は、1915/16年度は 15%、1916/17年度は 35.6%、1917/18年度は 25.2%、1918/19
年度は 30.6%であった(65th AR: Wallin [1918/19] 92)。 
29）1915/1916年度の精神薄弱の割合が比較的高い理由として、同年に心理教育クリニックが、
「２年以上教育学的に遅滞しているすべての子どもを登録し、これらのなかで最も学業不振を











そして非精神薄弱者施設に 1,500 人ほど存在していることから、4,000 人近くの精神薄弱者が
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によって決定的な打撃を受けたと述べている(Wallin [1955b] 72)。 
34）個別式知能検査を受けて、特殊学校が適当と判断された 89人のうち、実際に入学したのは
44人であった(68th AR [1921/22] 46-48)。 
35）後年ウォーリンは、特殊学校・混合学年学級の在籍率は、1920 年の 3.4%から、1948 年に












































育の場は、公立学校特殊学級となる(中村 [2008b] 83)。 
 しかし、公立学校特殊学級の普及は簡単ではなく、1930年代初頭になっても、様々な種
類の障害に対する対応は不十分であった。1929年に H. C. フーバー大統領（H. C. Hoover）
により設置された「児童の健康と保護に関するホワイトハウス会議」（White House 










評価されている(Winzer [1993] 368)。 
ここでは「特殊学級」委員会の報告書『特殊教育 障害児と英才児（Special Education: 
The Handicapped and the Gifted）』(1931年)を中心に、当時の特殊学級や学業・行動問
題の実態をみていく。まず、同会議によって提起された特殊教育の発展に向けた基本的認
識は、まず、特殊教育を必要とする子どものうち、実際に特殊教育を受けている子どもの





Table 3-1 ホワイトハウス会議による子どもの状態の内訳 
35,000,000 正常（reasonably normal） 
6,000,000 栄養失調（improperly nourished） 
1,000,000 言語欠陥（defective speech） 
1,000,000 心臓疾患（weak or damaged hearts） 
675,000 行動問題（behavior problems） 
450,000 精神遅滞（mentally retarded） 
382,000 結核（tuberculosis） 
342,000 難聴（impaired hearing） 
18,000 聾（totally deaf） 
300,000 不具（cripple） 
50,000 弱視（partially blind） 
14,000 盲（wholly blind） 
200,000 非行（delinquent） 
500,000 依存（dependent） 











































































































































トン市教育委員会には、1932 年に特殊教育・精神衛生部門（the Division of Special 








育行政の責任を担うことになる(Martens [1940] 70)。 
デラウェア州の人口は 1920年に約 22万人、1930年に約 24万人、1940年に約 27万人
であった(Wright [1996] 45)。同州最大の都市であるウィルミントンであっても、その人
口は 1930 年に約 11 万人、全米で第 80 位であり、同時期のフィラデルフィアの人口は約
195万人で全米第３位、セントルイスは約 82万人で全米第７位であり、同州の規模の小さ
さがわかる(U.S. Bureau of the Census, 1998)。1932/33年度には、デラウェア州内すべ
ての公立学校の総在籍者数は 44,764 人であったが、そのうち教員１人の学校に在籍する
子どもが 3,188人、教員２人で 1,776人、教員３人以上で 10,053人、特別学区で 12,018









に基づき、彼は 4172人と推定した(AR [1932/33] 333, Table3-2参照)。 
 





















ことは教育的ネグレクトと同等であるとウォーリンは批判する(Wallin [1934a] 543)。 
さらに、ウォーリンによる州内の各学校の調査では、約６校の小規模校を除いて、障害
児や問題児（problem children）は訪問したすべての学校で発見された。障害種は、Table3-
2 で列挙されたものに加えて、特別な教育的・精神的障害（child with specific 







































 1924年の著書『障害児の教育（The Education of Handicapped Children）』では、学業





及はみられなかった(Wallin [1924b] 80-81)。 










しくは多少の軽減がみられる程度と考えられた(Wallin [1935b] 185, 190)。 
この特別な学業困難は、子どもの学校での進歩に影響を及ぼすことが、以下の４点から











































































のような症状が列挙されていた(Wallin [1936a] 617-618)。 
 
不安（fear）、恐怖（phobias）、内気（timidities）、自信喪失・劣等感（feelings 
of inadequacy or inferiority）、情緒的葛藤（emotional conflicts）、強迫観念
（obsessions）、衝動（compulsions）、疑念（doubts）、罪・無価値・失敗・不安













され除去されたときに好反応を示すと考えられていた(Wallin [1936a] 630)。 
 しかし、上記では効果のない欠陥非行や、通常学級で扱えず、他児の脅威となる知的に
正常で、不安定かつ神経症（neurotic）の非行については、男女分離された通学制もしく


















































1935年１月に、デラウェア市民協会（Delaware Citizens’ Association; 以下，DCA）よ
り寄付金を得たことで、１人の心理検査者の雇用が可能となった。DCAによる寄付８）は翌
年 1936年１月にもあり、さらに１人の心理検査者を雇用し、1936/37年度には２人の検査



















































優先されることになる(Wallin [1942a] 10-11)。 
























































Table 3-4 検査を受けた子どもの数の推移 
年度 1935/36 1936/37 1937/38 1938/39 1939/40 1940/41 1941/42 1942/43 1943/44 1944/45 
デラウェア州 340 479 626 573 341 380 369 361 495 517 
ウィルミントン 500 379 439 439 458 456 398 463 467 477 








いた(AR [1934/35] 318)。 






















録がある年度で、1933/34年は 23校、1934/35年は 32校、1935/36年は 23校、1936/37年




























があり、「通常学級において適切に教育・訓練」されない子どもであった(安藤 [2001] 130; 
Wallin [1934d] 51-52)。これら州法についても、３年以上という規定はないものの、精神
欠陥と学業不振を区別できていないとウォーリンは批判している(Wallin [1934d] 52)。 
それではデラウェア州の特殊学級関連州法はいかなる規定であったのか。同州では、1939
























な推奨先の割合はどのように変化したのであろうか。1935/36 年度から 1946/47 年度まで
の推奨先ごとの割合を示したものが Table3-5 である。1939/40 年度には州法が施行され、
1940/41 年度は最も遅滞している子どもを一定数報告する義務が各学校に課されたときの
データであるにも関わらず、特殊学級を推奨される子どもの割合は、前年度の 9.1％から









Table 3-5 検査後の主な推奨先の割合 
 
出典） AR, 1935/36-1946/47  
 
  
推奨先 1935/36 1936/37 1937/38 1938/39 1939/40 1940/41 1941/42 1942/43 1943/44 1944/45 1945/46 1946/47
特殊学級 16.8 9.2 15.8 14.1 9.1 7.1 10.6 8.0 8.9 10.4 9.7 8.0
機会学級 50.0 38.6 33.9 30.5 28.7 37.9 28.7 28.3 23.8 33.3 24.4 21.8
特殊学級か機会学級 8.2 14.0 5.1 3.5 9.4 5.0 9.5 6.9 3.8 9.1 6.8 8.8
職業学校・学級 11.5 18.4 16.9 7.9 14.1 9.2 11.9 16.6 8.9 6.2 8.8 10.2
通常学級で治療活動 6.8 13.8 25.2 41.5 30.5 38.2 30.4 30.5 36.8 25.1 35.2 30.6













調査の文書を送付することが必要な学校が多く存在したという(AR [1940/41] 301; 
[1942/43] 281; [1943/44] 224; [1944/45] 270; [1945/46] 307)。 
検査対象児の報告がないことに加えて、検査を必要としながらも、検査を受けることが
できなかった子どもが毎年一定数存在していたことも州の課題であった。その数は、
1936/37年度に 159人、1937/38年度に 31人、1938/39年度に 150人、1939/40年度に約
30人、1940/41年度に約 103人、1943/44年度に約 147人、1945/46年度に 151人であっ
た。検査ができなかった理由としては、検査者が学校を訪問したときに対象児が欠席であ
ったことや、時間が足りなかったことなどがあった(AR [1936/37] 311; [1937/38] 319; 
[1938/39] 268; [1939/40] 293; [1942/43] 284; [1943/44] 226; [1945/46] 309)。また、
検査の結果、特殊学級、機会学級、職業学級への措置が推奨されたものの、施設不足から、
































期を過ぎてから検査が依頼されることがあった(Wallin [1942a] 31)。同様のことは WHCで






































85が想定された(Wallin [1942a] 7, 9)11）。初等学校の子どもの約１%以下が特殊学級に、
約２～３%が機会学級に在籍すると予測されていた(Wallin [1936c] 27-31)。機会学級に

















臨床的アプローチが必要であった（Wallin [1931c] 139-140）13）。 
基準に関してウォーリンは、「イドラのように神聖で普遍なものとなっている」とまで述
べているが、「この特定の基準の正確性と望ましさに異議を唱えることは、生意気と見なさ
れることはできない」と主張している(Wallin [1934b] 403-404)。 








 続いて、軽度の遅滞児や特定の教科の障害（special subject-matter disabilities）に
ついてであるが、彼らに対しては、学業不振のための学級での対応、もしくは通常学級で






































Table 3-6 特殊学級の数の推移 
年度  1933/34 1934/35 1935/36 1936/37 1937/38 1938/39 1939/40 1940/41 1941/42 1942/43 
デラウェア州  6 8 8 8 7 6 8 8 8 7 
ウィルミントン 9 9 9 15 15 18 18 18 18 16 









年度 1933/34 1934/35 1935/36 1936/37 1937/38 1938/39 1939/40 1940/41 1941/42 1942/43 1943/44 1944/45 1945/46 1946/47
デラウェア州 134 160 144 155 161 117 168 159 161 143 249 204 262 255
ウィルミントン 274 317 242 436 448 571 489 503 521 440 394 416 224 250






級の数は、1933/34 年度から 1942/43 年度までは、学級の閉鎖や開設の影響により(AR 
[1938/39] 273)、多少の増減はあるものの、ほぼ横ばいである。1943/44年度の在籍児数
では、州管轄の学級が約 100人増加させているが、このことについては後述する。 












するだけの子どもがいない可能性を認識していた。それゆえ、1935 年 2 月 7 日の会報で
は、「精神欠陥、境界線、学業不振などの様々な段階を同じ学級に措置することが必要にな
るだろう」と彼は記している。学級の呼び方は措置された段階のなかでも多いタイプで決
定された。その際の学級サイズとしては、18が望ましいと書いている(Wallin [1942a] 10)。 
実際、ウォーリンが 1943 年に発表した『デラウェア州における障害児対策（Delaware 
Cares for Its Handicapped）』では、1942/43年度の特殊学級数は 23であり、そのうち 7
つがウィルミントン以外の地域に開設されていたと述べているが、7 つすべての学級は、
精神欠陥、境界線、学業不振、回復ケースの混合集団で構成されていた(Wallin [1943c] 












デルマー（Delmar） 18 348 
ローレル（Laurel） 23 913 
ルイス（Lewes） 20 585 
マーシャルトン（Marshallton） 16 658 
ミドルタウン（Middletown） 23 558 
ミルトン（Milton） 18 422 
シーフォード（Seaford） 25 867 
合計 143 4351 








Table 3-9 各特殊学級在籍者の年齢と IQ 
 
出典）Wallin Paper M1408  
  
年齢 IQ 年齢 IQ 年齢 IQ 年齢 IQ
15-3 68 9-8 75 14-4 76 10-8 *
13-1 73 10-11 78 14-1 78 14 57
11-8 71 12-10 64 14-9 67 15-5 69
12-7 84 10-11 81 13-10 48 11-2 82
12-1 82 12-10 77 9-5 71 12-2 *
12-8 60 14-5 78 ※ 53 13-1 72
15-9 51 12-9 76 10-6 83 13-10 77
14-3 74 10-9 77 9-2 77 13-5 68
13-8 96 12-11 86 13-7 71 8-10 89
13-7 87 14-9 79 ※ 69 12-9 76
14-4 66 10-11 69 11-1 81 12 84
12-5 87 11-11 59 9 71 13-8 63
12-2 76 14-7 65 15-3 61 11-1 78
14-11 70 11-0 68 11-1 64 10-4 *
13-5 72 11-11 76 11-11 92 8-8 *
11-10 68 15-7 60 10-10 102 12-8 77
11-9 73 11-2 67-68 9-11 85 14-8 70
12-8 79 9-3 81 11-10 95 15-2 54
15-5 68 15-9 60 12-3 84
12-11 87 14-7 59 * 87 12 98
* 45 12-9 64
12 * 14-7 72 * 51 10-6 76
10 72 15-9 73 10-11 98
11 * 11 77 14 63 13-4 56
11 * 13-9 71 9 75 15-10 33
15 73 14-4 69 15 72 11-6 *
15 65 14-6 72 13 69 10-11 67
12 72 13-8 84 14 87 10-5 *
13 69 9-10 85 17 65 12-9 83
15 65 12-3 46 11 61 11-8 42
16 * 11-1 82 15 50 12-9 99
11 * 10-6 88 10 79 12-11 86
15 76 11-5 69 11 57 11-1 54
13 59 12-1 70 8 81 9-2 95
9 73 11-4 71
8 61 12-5 67












Millford (1941/10/14)Laurel (1941/10/14)Delmar (1941/9/27)
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IQ 分布をみると、特殊学級対象を IQ35～70 としたとき、網掛けが該当者であるがその
数は少ない。機会学級対象者は 65～85とされていたが、同表では IQ71以上を白抜きで示
している。なかには 85 以上の IQ をもつ者もいた。さらに、シーフォードでは 24 人中 6
人、ミルトンでは 21人中 5人、デルマーでは 20人中 4人が特殊教育部門の推奨に基づか










































































を継続的に年次報告書内であげていた(AR [1933/34] 336; [1935/36] 301; [1937/38] 
327; [1941/42] 247)。1940/41年度には、19の学校が列挙されており、名前があがって
















であり、常に予算不足であった(AR [1941/42] 246; [1945/46] 319)16）。とりわけ特殊学
級教員不足は深刻であり、特殊学級のための必要な設備は備えており、教員さえ確保でき
れば、閉鎖された学級の再開や新たな学級の開設が可能となる学校もあるほどであった










(Wallin [1938c] 508)。過去 20年から 30年の間の教育学者による論文はどれも、特殊教
育の訓練については「うわべだけの関心」しか示しておらず、それゆえ、特殊教育に関す
る訓練の問題は、教員訓練に関心のある協会や委員会などにとっては存在しないものとみ
















起していた(AR [1941/42] 246-251; Wallin [1934c] 614; [1936b] 140; [1938c] 514)。
彼は 1935 年２月７日の会報では、精神欠陥児や遅滞児の教員に対する最低限の訓練に関
して、基礎的なコースと最低２年の指導経験に加えて 18）、州の特殊教育部門が承認する以





























































５学年の 32人が治療的読み指導を、週３回、１回 45分受け、４人が週に 80分の言語療
法を受けていた。1943年 11月と 1944年５月に８人に対して実施した Durrell-Sullivan 






























を求めていたが、現実に実行されることはなかった(AR [1941/42] 250; Wallin [1938d] 
684)。1940年代になっても、すべての教員に対する特殊教育訓練は実現していなかった


















１）IQに関しては 50未満程度と想定されていた(WHC [1931] 450)。 
２）1940年頃までには、17の州の教育委員会が特殊学級の責任者や指導監督者を持っていた
(Wallin [1941c] 288)。 
３）ウォーリンは 1941年には約 20％とも述べている(Wallin [1941a] 86)。 







とと同様であると彼は指摘していた(Wallin [1938b] 3-4; [1939] 13)。 
７）デラウェア州ストックリーにある精神薄弱者施設である。 
８）このときの寄付は Junior League of Wilmingtonや Woman’s Club of Trinity 
Episcopal Church of Wilmingtonからもあった(AR [1936/37] 310; Wallin [1944] 152)。 
９）精神科医も、チームアプローチとして教育問題に臨床心理学者が対応することを認めてい




と結論づけている(Wallin [1918c] 588-589)。 












を拒否するものもいたという(Wallin [1946a] 373)。 
14）特別な指導設備がなく、不十分な訓練を受けた教員による遅進セクションは、資格基準を
満たした特殊学級教員によって指導される適切な設備がある特殊学級に取って代わることはな
















する給与の増額を行っていた(Wallin [1931b] 607)。 
20）ウォーリンによればこれらの教員は「通常学級における子どもの適切な理解と対応の観点
からそのようなコースの価値を認識しており、彼らの多くは、ある種の知的、教育的、情緒
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導を賜ることができました。とくに、安藤隆男先生と米田宏樹先生には、博士論文の副指
導教員として、一貫して丁寧な御指導をいただき、大変お世話になりました。また、教育
学域の藤田晃之先生にはご多用の中、博士論文を大変丁寧に読んでいただき、これからの
研究生活における大きな課題を御指導いただきました。 
 中村満紀男先生（現、福山市立大学教授）には、研究テーマの選定や史資料の提供を始
め、研究に関する多大な御指導いただきました。学類３年生になり、研究室選びに悩んで
いた頃、先生は私の拙い考えを優しいまなざしで聞いてくださり、私は先生のお人柄に惹
かれ、先生の研究室に入ることを決意しました。先生は、筑波大学をご退職後も、研究指
導だけでなく、私の将来についても常に気にかけて頂き、多くの御支援をいただきました。
御恩は少しずつでもお返しできればと思います。 
岡研究室の皆様、旧中村研究室の先輩方にも多くの御指導・御助言をいただきました。
日々の研究会、学外での研究会や学会、そして海外や国内における研修先で、資料収集、
資料整理、論文執筆等の研究に関することから、日常生活の些細なことまで相談にのって
くださり、大きな活力をいただきました。 
 資料収集にあたっては、ペンシルベニア大学図書館、ニューヨーク州立図書館、デラウ
ェア大学図書館、デラウェア州歴史協会、ウィルミントン公立図書館、シカゴ大学図書館、
アクロン大学心理学史センター等の司書の皆さんには大変お世話になりました。 
 また、特別研究員として採用していただいたことで、３年間、経済的な不安なく研究に
打ち込むことができました。日本学術振興会に感謝申し上げます。 
 博士課程に在籍しながら着任した茨城キリスト教大学では、分野を問わず、多くの先生
方から研究に関する貴重な御助言をいただきました。とりわけ学科の先生方は、私の博士
論文の執筆をいつも応援してくださり、学内業務についても常に御配慮をいただきました。
優しく温かな先生方に囲まれた職場でなければ、博士論文の完成はなかったと思います。 
 最後になりますが、やりたいことをやらせてくれた家族に感謝申し上げます。 
 
 本当に、ありがとうございました。 
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